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研究成果の概要（和文）：日本の物語文学が、同時代の中国の伝奇小説とどのような関わりをも

って成立したかを考察し、東アジアという大きな視野の中にその成立を位置づけることが本研究

の目的であったが、考察の結果、『遊仙窟』という作品が平安時代の日本文化全般に大きな影響

を与え、また同時に中国中唐期の伝奇小説にも大きな影響を及ぼしていることが明らかになった。

『遊仙窟』を中心にしたひとつの大きな文化圏の存在が確認できたと考えている。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of my research was thinking about relationship between 

 Chinese chuan-qi tales and Japanese monogatari literature, and positioning those in the 

 culture of East Asia. The upshot of research is that Yusenkutsu influence strongly 

 Japanese culture in Heian period, and at the same time, that work influence Chinese 

 chuan-qi tales. I assume a sphere of culture influenced by Yusenkutsu. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2009 年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 

 
 
研究分野：日本古代文学 
科研費の分科・細目：文学・日本文学 
キーワード：物語文学、伊勢物語、源氏物語、伝奇小説、遊仙窟、鶯鶯伝、歩飛烟、かいまみ 
 

１． 研究開始当初の背景 

 日本の物語文学は、平安時代にはじまり、

『竹取物語』『伊勢物語』などのすぐれた作品

を生み出しながら発展を続け、最高峰ともい

うべき『源氏物語』に至り、その後も数多く

の作品が生み出され続けた。この物語文学の

成立や発展に対する中国の伝奇小説からの影

響は、これまでも数多く指摘されていたが、



それらの多くは部分的な類似の指摘や、あく

までも個々の作品にかかわる発想や趣向の影

響関係の指摘に留まっており、そこにはまだ、

より全般的、総合的な関連について考えると

いう視点がまだ十分に確立してはいなかった。 

 さすがに『源氏物語』については、白居易

の「長恨歌」など数多くの中国文学からの影

響が指摘されてきたが、それらもまだ、文学

状況全体の比較に基づくとは言えない段階に

あり、『源氏物語』以前の、いわゆる初期物語

については、研究状況はさらに未発達な、素

朴な段階に留まっていたと言わざるを得ない。 

たとえば、『竹取物語』の構想が、中国のチ

ベット地方に伝わるとされた民話『斑竹姑娘』

によるものとされたことなどは、その典型で

あったと言ってよい。全般的な影響関係の考

察に支えられていなかったこの単発的な影響

説が、一時は大きな反響を呼んだにもかかわ

らず、やがて否定されるに至ったことは、こ

れまでの比較・影響研究の限界と、今後必要

とされる方向性を、明確に指し示していたと

言ってよい。 

 本研究は、このような研究状況をふまえつ

つ、日本の物語文学と中国の伝奇小説の影響

関係について、より全般的、総合的な関連を

考えるという視点に立ち、単なる両者の類似

の指摘にとどまらず、比較文化学的に日中双

方の文学現象全体を位置づけることを目的と

して企画された。 

 

２．研究の目的 

（１）平安時代における物語文学の出現と発

展が、ほぼ同じ時代に中国で盛んになった伝

奇小説とどのような関わりを持っていたかに

ついて、具体的かつ総合的に考える。 

（２）物語文学だけにとどまらず、平安時代

の貴族文化は、それまでの奈良時代の文化と

は、さまざまな点で大きく異なっており、そ

れがそのまま、規範的な日本の古典文化とし

て継承されてゆくが、そのような平安貴族文

化が、当時の中国の文化と、どのように関わ

りながら成立したと考えられるかについて、

具体的かつ総合的に考える。 

（３）中国の唐代伝奇小説の中でも、特に『遊

仙窟』に焦点をしぼり、詩の贈答という掛け

合い文芸的な内容に特徴を持つ『遊仙窟』が、

掛け合い性の強い文学作品として日本人にど

のような影響を与えたかについて、両国の掛

け合い文芸の歴史を考えつつ考察する。 

（４）物語文学は当初から絵画と深い関わり

を持って成立したことが指摘されており、早

くから絵を伴って鑑賞されたことも知られて

いるが、そのような絵画をも含めた、日中双

方の物語・伝奇の享受の有様の比較を通して、

両国の文化の同一性と差異について考える。 

 

３．研究の方法 

（１）国外での資料調査…台北・台湾大学、

ダブリン・チェスター・ビーティー・ライブ

ラリなどの在外資料を調査して研究に役立て

るため、数度にわたる海外調査を行った。そ

のうち特にチェスター・ビーティー・ライブ

ラリでは、「伊勢物語絵巻」をはじめとする

すぐれた絵画資料を調査することができ、有

意義な成果をあげることができた。 

（２）国内の資料調査…国文学研究資料館、

陽明文庫、鉄心斎文庫など、数多くの機関・

文庫で、多くの資料を収集することができた。

特に『伊勢物語』のコレクションである鉄心

斎文庫で閲覧した『伊勢物語』の絵巻や古写

本を通して得た成果は大きかった。 

 

(３)海外の研究者との交流・連携…カナダの

ブリティッシュ・コロンビア大学のモストウ

教授、台湾大学の陳明姿教授、朱秋而助教、

アメリカのコロンビア大学のハルオ・シラネ

教授、およびヴィーブケ・デーネーケ准教授

など、数多くの海外の研究者と意見交換をお

こなう機会を持ち、さまざまな知見を得ると

ともに、これまでの日本の国文学にはない、



新しい研究方法への示唆も数多く受けること

ができ、きわめて有益であった。 

 

４．研究成果 

(１)「『遊仙窟』文化圏」構想の提唱…今回

の研究の過程で、物語文学と伝奇小説の双方

の共通基盤ともいうべき『遊仙窟』にあらた

めて注目する必要を強く感じ、和漢比較文学

会第 28 回大会でシンポジウムのパネラーと

して以下のような問題提起をおこない、大き

な反響を得た。 

 『遊仙窟』は、日本の文学に大きな影響を

与えただけでなく、元夢の「鶯鶯伝」など、

中唐の白居易の周辺で数多く作られた伝奇小

説にも大きな影響を与え、それらの作品が生

み出される母胎のひとつとなったことが知ら

れている。たとえばその「鶯鶯伝」の一場面

が『伊勢物語』第六九段の印象的な場面の原

形になっていることはよく知られた事実だが、

それら中唐期の伝奇小説は、それ以外にも数

多く日本にもたらされ、たとえば成立時代が

やや遅れる『歩飛烟』もまた、さまざまな形

で平安時代の文学に影響を与えていたと考え

られる。すなわち平安時代においては、『遊

仙窟』は、もはや『遊仙窟』そのものだけで

はなく、その影響を受けた白居易周辺の『遊

仙窟』受容の成果をも含めた形で鑑賞され理

解されていたのではないかと考えられる。同

じように『遊仙窟』の影響下にあったとは言

っても、『万葉集』の時代とは、その受容の

様相は大きく異なっていたと考えられるので

ある。 

 『万葉集』から平安時代への『遊仙窟』受

容の姿の変化について考えるためには、同じ

ように『遊仙窟』の影響を受けつつ変化を続

けていた中国の文学の歴史をも視野に入れて

考えることが必要であろう。同じように『遊

仙窟』の影響下にあった日中の文学は、とも

に変化しながら、はたしてどのように交流し、

どのような結果を生んだのか、それと類似し

た事情は朝鮮半島をはじめとする中国周辺の

諸地域でも同じように見られたのかどうかな

ど、『遊仙窟』の影響の広がりについて、な

お考えなければならないことは多い。『遊仙

窟』を始発とするそれらの影響関係全体を仮

に「『遊仙窟』文化圏」と呼んで、その文化

創造の動きを総体的に把握するための、ひと

まずの問題提起としたい。                     

(2) 日本の物語や伝承は主人公の「元服」か

ら始まるという通説が広くおこなわれている

が、それが疑問であることを指摘し、それを

めぐって以下のような新しい見方を呈示した。 

 「初冠」すなわち「元服」は、日本古来の

成人儀礼をそのまま継承するものではなく、

儒教的な儀礼として中国から導入され、特に

平安時代になってから整備されて一般に広ま

ったもののように見える。『伊勢物語』「初冠

本」の初段は、そのような「初冠」を意図的

に冒頭に据え、それまでになかった形の物語

を創出しようとして作り出された、きわめて

新しい試みの産物ではなかったかと考えられ

る。 

（３）さらに、伝奇小説『歩飛烟』を手がか

りに、以下のようなことがらも問題提起した。 

 唐滅亡後の九一〇年に伝奇集『三水小牘』

中の一編として刊行された『歩飛烟』の冒頭

は、「元服」したばかりの主人公が女主人公を

「かいまみ」するところから始まっており、

『伊勢物語』の初段によく似ている。『伊勢物

語』初段の成立を十世紀半ばごろと考えるこ

とができるとすれば、『歩飛烟』から伊勢物語

初段への影響はけっして不可能ではなくなる。 

この類似からもうかがわれるように、『伊勢

物語』などの平安朝物語と『歩飛烟』などの

伝奇小説は、ほとんど同時代的に密接な影響

関係を有していた可能性が大きい。それをひ

とつの手がかりにして、当時東アジア全体に

広まっていたと考えられる、中国を中心にし

た、ほぼ同時進行的と言ってもよい文化交流

の様相とその内容について、あらためて考え



てゆく必要がある。 
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